
〈ラボの役割〉
・生産性向上や技術の高度化に向けたセミナーの開催。
・実証実験による意識啓発。
・共用クラウド開発・運用による基盤構築。

〈ラボメンバーのメリット〉
・IoT をはじめとした最新技術に関する情報を随時提供。
・アドバイザー、サポーターによる個別相談の実施。
・ラボ関連団体への橋渡し。

※ユーザー企業：IoT など、先進技術に興味のある、または活用し
　　　　　　　  ている企業
※ベンダー企業：システム、ノウハウを提供する企業

新
し
い
時
代
の
局
面
を
捉
え
る

燕
の
産
業
と
「
I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
の
立
ち
上
げ

　

燕
の
産
業
の
強
み
と
し
て
、「
分
業
に
よ
る
技
術
の
習
熟
」、「
強
固
な
企

業
間
の
つ
な
が
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
弱
み
と
し
て
、「
先
進
技
術
の

導
入
の
遅
れ
」
や
「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
の
深
刻
化
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
（
図
3
参
照
）。
さ
ら
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
情
報
発

信
力
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
る
な
ど
、
燕
の
産
業
界
は
大
き
な
局
面
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
燕
の
持
つ
「
強
み
」
を
伸
ば
し
「
弱
み
」
を

克
服
す
る
こ
と
、
さ
ら
な
る
も
の
づ
く
り
産
地
と
し
て
の
競
争
力
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
先
進
技
術
を
燕
の
産
業
に
導
入
す
る
「
燕
市
I
o
T
推

進
ラ
ボ
」
を
、
令
和
元
年
5
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
ラ
ボ
に
は
26

社
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

燕
市
I
o
T
推
進
ラ
ボ
は
、
企
業
に
と
っ
て
I
o
T
推
進
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
に
な
っ
て
い
る
、「
導
入
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
不
明
確
」、「
使
い
こ

な
せ
る
人
材
が
い
な
い
」、「
導
入
や
運
用
コ
ス
ト
」
と
い
っ
た
問
題
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
、
導
入
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

弱み -W
ウ ィ ー ク ネ ス

eakness-
・ 業務プロセスにデジタル、IoT  
　や AI 関連の先端技術の導入
　に取り組む企業が少ない。
・ 職人技への依存度が高く、作
　業の標準化や後継者育成が進
　んでいない。

強み -S
ス ト レ ン グ ス

trength-

・ 単工程の分業体制により、技  
　術の特殊化や高度化が図られ
　ている。
・ 多様な金属加工技術が集積し
　ているため、相互補完できる産
　業構造である。

　
「
第
４
次
産
業
革
命
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

世
界
は
今
、
産
業
分
野
に
お
い
て
４
度
目
の

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
時
代
は
生
活
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
溢
れ
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
突
入

し
た
の
で
す
。

　

そ
の
変
化
は
、
燕
の
産
業
界
も
例
外
な
く
巻

き
込
み
ま
す
。
時
代
の
流
れ
に
上
手
く
乗
る
こ
と

が
、
今
後
の
販
路
開
拓
や
生
産
性
向
上
へ
の
大

き
な
鍵
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
wウ
ィ

ズ

i
t
h
コ

ロ
ナ
」
の
社
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
は
通
用

せ
ず
、
新
た
な
経
済
活
動
の
あ
り
方
と
価
値
観

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
常
識

「
Iアイオ
ー
テ
ィ
ー

o
T
」
と
は
？

　

I
o
T
と
は
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
と

訳
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し

た
モ
ノ
同
士
の
通
信
で
す
。現
在
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
同
士
の
通
信
の
域
を
超
え
、
電
化
製
品
は

も
ち
ろ
ん
、
農
業
へ
の
活
用
や
高
齢
者
の
見
守

り
シ
ス
テ
ム
に
至
る
ま
で
広
く
普
及
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
幅
な
省
力
化
、
業
務
効

率
化
へ
の
応
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
産
業
分
野
に
お
い
て
も
主
に
効
率

化
・
業
務
改
善
を
目
的
と
し
た
I
o
T
の
導

入
が
進
ん
で
お
り
（
図
１
参
照
）、
約
８
割
の

企
業
で
効
果
が
あ
っ
た
と
の
結
果
が
出
て
い
ま

す（
図
2
参
照
）。
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I
o
T
推
進
ラ
ボ
の
事
業

計
画
や
事
業
実
績
を
報
告
、

協
議
し
ま
す
。
ま
た
、
燕
市

I
o
T
推
進
ラ
ボ
の
事
業
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
必
要
な

事
項
を
検
討
、協
議
し
ま
す
。

【
検
討
事
項
】 

・
市
内
企
業
の
課
題
整
理

・
燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド
（
次

　
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
仕
様
決
定

・
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
な
ど

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
事
例

セ
ミ
ナ
ー

　　

I
o
T
を
は
じ
め
と
し
た
最

新
技
術
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
製
造
業
に
お
け
る
活
用
事

例
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。　

　

具
体
的
に
は
、
全
国
の
地
域
・

工
場
で
I
o
T
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
高
付
加
価
値
な
も
の
づ
く

り
の
優
良
事
例
の
紹
介
や
支
援

制
度
説
明
会
、
希
望
者
へ
の
個

別
相
談
な
ど
定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▶︎
検
討
会
議
の
様
子

　急速な産業の発展に、移り変わる生活様式。常に時代の変化を感じ取り、絶えず進化してきた燕
の企業と、それを支援する IoT 推進ラボの取り組みを紹介します。

非常に効果が
あった 19.9%

ある程度効果があった
　　　 59.9%

変わらなかった
　　1.6%

マイナスの効果が
あった  0.0% 　　効果はよく

　　わからない
　　　18.6%

図 2　IoT・AI 等のシステム・サービスの導入効果

効率化・業務改善

顧客サービス向上

事業の全体最適化

新規事業・経営

事業継続性

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 1　IoT・AI 等によるデジタルデータ収集・解析の目的燕市 IoT推進ラボ

図
3　

燕
の
産
業
の
「
強
み
」
と
「
弱
み
」

　　　　−構成や取り組みを紹介します−

〈ラボ構成メンバー〉

プレイヤー

サポーター

ユーザー企業・ベンダー企業

図１・２　令和元年　総務省通信利用動向調査を参考

転
換
期
を
迎
え
る

産
業
の
今

燕のものづくりの「これから」を考える

検
討
会
議

ー燕市IoT推進ラボでつながる工場ー

非常に効果
があった又は
ある程度効
果があった
　79.8%

※

アドバイザー
新潟大学、長岡技術科学大学

燕商工会議所、吉田商工会、分水商
工会、燕三条地場産業振興センター、
第四銀行、北越銀行、協栄信用組合



　燕版共用クラウドに接続す
るためのシステム開発におけ
る必要経費の一部を補助しま
す。

補助率：対象経費の1/2以内
上限：100万円
令和３年１月29日㈮まで

燕市IoTシステム開発補助金

　
　

株式会社新越ワークス
　
IoT 推進主任

高
たか

桑
くわ

　貴
たか

義
よし

 さん

燕
の
産
業
に
よ
り
強
いつ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

　

現
在
は
、
燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド

の
構
築
と
実
証
実
験
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今
ま

で
フ
ァ
ク
ス
で
行
っ
て
い
た
受
発
注

を
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
共
有
ス
ペ
ー

ス
で
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
行
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
入
力
し
た
も
の

を
印
刷
し
て
フ
ァ
ク
ス
を
送
り
、確

認
の
電
話
を
す
る
。
こ
の
当
た
り

前
だ
っ
た
作
業
が
半
減
さ
れ
、
作

業
時
間
は
大
幅
に
削
減
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
で
「
見

え
る
化
」す
る
と
、
効
率
的
に
業

務
に
取
り
組
め
ま
す
。
燕
版
共
用

ク
ラ
ウ
ド
の
他
に
も
、
今
後
は
燕

市
I
o
T
シ
ス
テ
ム
開
発
補
助
金

を
活
用
し
、
社
内
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

燕
の
産
業
は
企
業
間
の
つ
な
が
り

が
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ネ
ッ
ト
で

の
や
り
取
り
は
、
そ
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
燕
版
共
用
ク

ラ
ウ
ド
が
実
現
す
る
と
、
企
業
間
の

や
り
取
り
が
円
滑
に
な
り
、
時
間
に

も
余
裕
が
生
ま
れ
、
労
力
を
注
ぐ
べ

き
も
の
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
は
一
企
業
に
も
た
ら
さ
れ
る

恩
恵
で
は
な
く
、
燕
の
産
業
界
全
体

の
生
産
性
や
品
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。
企
業
間
の
連
携
を
再

構
築
し
、産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
燕

市
I
o
T
推
進
ラ
ボ
で
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
や
企
業
の

つ
な
が
り
を
強
く
す
る
大
き
な
ス
テ
ッ

プ
だ
と
思
い
ま
す
。
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燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド

　

燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド
と

は
、
各
企
業
で
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
を
共
有
し
、
企
業

間
で
有
効
活
用
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

燕
は
元
来
、
企
業
間
の
分

業
に
よ
る
も
の
づ
く
り
の
産

地
で
す
。
企
業
間
で
の
や
り

取
り
は
重
要
で
す
が
、
分
業

で
は
他
社
の
工
程
や
進
捗
状

況
が
把
握
で
き
な
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド
は
、

受
発
注
の
デ
ー
タ
や
他
社
の

工
程
・
在
庫
状
況
、
納
期
に

至
る
ま
で
「
見
え
る
化
」
し
、

共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業

間
の
や
り
取
り
の
円
滑
化
、

納
期
や
受
発
注
数
の
相
違
の

防
止
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

や
業
務
の
省
力
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
２
年
後
の
本
格
運

用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

燕版共用クラウド

IT 企業・団体
工程状況

在庫状況 出荷状況

設備状況開発

▶︎
燕
版
共
用
ク
ラ
ウ
ド
イ
メ
ー
ジ
図

　

横
よこ

山
やま

　 淳
きよし

さん

オンライン営業やIoT導入に

市補助制度を活用ください

　国内の見本市にかかる出展
小間料の一部を補助します。
　オンライン展示会の出展小
間料も補助対象です。

補助率：出展小間料の1/2以内
上限：25万円
令和３年1月29日㈮まで

見本市出展小間料補助金
（対象経費拡充）

　

A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ー
タ

産
業
の
発
達
に
よ
り
、
世
界
は
想

像
を
超
え
る
早
さ
で
進
化
し
、
こ

れ
ま
で
実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
て

い
た
社
会
の
実
現
が
す
ぐ
目
の
前

ま
で
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
伴
い
、
産
業
構
造
や
就
業
構
造

が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
も
示
唆

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

燕
は
幾
度
と
な
く
転
換
期
を
迎

え
な
が
ら
、
確
か
な
技
術
力
と
強

い
つ
な
が
り
、
柔
軟
な
対
応
力
で

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
産
業
は
、
I
o
T
を

は
じ
め
と
し
た
先
進
技
術
を
活
用

し
、新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
よ

り
質
の
高
い
も
の
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

燕
市
I
o
T
推
進
ラ
ボ
や
市
の

支
援
制
度
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
・
燕
を
新
た
な
段
階
に
つ
な
げ

る
手
助
け
と
な
る
も
の
で
す
。
伝

統
的
な
技
術
と
先
進
技
術
の
融

合
、官
民
の
連
携
、
何
よ
り
幾
度

の
逆
境
を
跳
ね
返
し
て
き
た
燕
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
精
神
で
、
一
人
ひ
と
り

が
輝
く
ま
ち
燕
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
。

※詳しい内容は市ホームページでご確認ください

　

I
o
T
と
は
、
機
械
や
人
、モ

ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が

り
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
っ

て
生
産
性
や
品
質
向
上
の
実

現
、
さ
ら
に
は
新
し
い
価
値
を
生

み
出
す
た
め
の
道
具
で
す
。

　

燕
の
企
業
が
抱
え
る
最
大
の

課
題
は
「
人
材
不
足
」
で
す
。こ

れ
は
日
本
産
業
界
全
体
の
共
通

課
題
で
す
。

　

さ
ら
に
燕
市
の
特
有
の
課
題

と
し
て
は
、
市
内
の
企
業
間
の

受
発
注
が
い
ま
だ
に
、
電
話
や

フ
ァ
ク
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
を
各
社

の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
再
入
力

す
る
の
に
人
手
が
か
か
っ
た
り
、

入
力
間
違
い
が
生
じ
た
り
す
る
と

い
う
、基
本
的
か
つ
深
刻
な
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。

I
o
T
推
進
で
よ
り
輝
く
燕
に

　

燕
市
I
o
T
推
進
ラ
ボ
は
、
経

済
産
業
省
が
推
進
す
る
、
全
国
に

約
1
0
0
件
存
在
す
る
「
地
方
版

I
o
T
推
進
ラ
ボ
」
の
1
つ
で
あ

り
、
新
潟
県
内
で
は
4
つ
目
の
組

織
で
す
。
最
大
の
特
徴
は
、「
共
用

ク
ラ
ウ
ド
」
の
構
築
で
す
。
こ
の
共

用
ク
ラ
ウ
ド
は
、
前
述
の
燕
特
有
の

基
本
的
課
題
を
解
決
す
る
も
の
で

す
。
利
用
す
る
企
業
は
利
用
料
は

か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

5
年
ほ
ど
前
、
国
は
「
つ
な
が
る

工
場
」
と
い
う
言
葉
で
、工
場
間
の

各
種
情
報
を
共
有
し
て
効
率
化
を

図
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
燕
の
共
用
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
企

業
が
増
え
、
優
れ
た
事
例
と
し
て

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
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IT コーディネーター

ラボメンバー企業の事例

「燕市 IoT 推進ラボ」はラボメンバーを随時募集中です。
●問合せ　商工振興課 新産業推進係 ☎︎ 0256•77•8232

　社員の持っているタブレット（写真左）で、設計図の確
認や工程管理、作業内の問題点や改善点などを共有して
います。また、社員の工程管理のデータは、コンピューター
に集約され、一目で納期や進捗状況の確認が可能となっ
ています（写真右）。

熊倉シャーリング有限会社での IoT 導入事例

　市内事業者がインターネッ
トを活用し、県外への販路開
拓・拡大を行うための必要経
費の一部を補助します。

補助率：対象経費の2/3以内
上限：100万円
８月31日㈪まで

燕市オンライン営業推進
支援補助金




